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２
０
０
９
年
７
月
15
日
、
パ
リ
市
の
公
営
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
・
シ
ス
テ
ム
「
ヴ
ェ
リ
ブ
」
は
２
回
目

の
誕
生
日
を
迎
え
、
運
営
３
年
目
に
入
っ
た
。
市

民
・
観
光
客
か
ら
の
高
い
人
気
に
衰
え
は
な
く
、

空
き
自
転
車
を
見
つ
け
る
の
に
苦
労
す
る
こ
と
さ

え
め
ず
ら
し
く
な
い
利
用
率
の
高
さ
か
ら
み
て
も
、

そ
の
成
功
は
疑
い
よ
う
も
な
い
。

ヴ
ェ
リ
ブ
は
、
市
民
に
身
近
で
便
利
な
生
活
上

の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

よ
り
意
欲
的
な
パ
リ
市
の
交
通
・
環
境
政
策
の
一

翼
を
担
っ
て
い
る
。

緑
の
党
所
属
市
会
議
員
で
08
年
ま
で
市
の
交

通
担
当
助
役
を
務
め
た
ボ
ー
パ
ン
氏
は
、
同
党
議

員
２
名
と
連
名
で
レ
ゼ
コ
ー
紙
に
寄
せ
た
論
説
で

「
公
共
交
通
強
化
と
ヴ
ェ
リ
ブ
導
入
で
自
動
車
の

定
期
的
利
用
が
減
れ
ば
、
大
気
汚
染
・
温
室
効
果

ガ
ス
・
石
油
消
費
も
減
る
上
、
自
動
車
を
所
有
で

き
な
い
層
の
移
動
手
段
を
改
善
で
き
、
サ
イ
ク
リ

ス
ト
の
健
康
に
も
利
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

交
通
渋
滞
抑
制
に
加
え
温
暖
化
防
止
と
大
気

汚
染
解
消
の
た
め
、
20
年
ま
で
に
自
動
車
交
通
量

40
％
削
減
を
目
標
に
掲
げ
る
パ
リ
左
派
市
政
は
、

10
項
目
か
ら
な
る
「
パ
リ
交
通
計
画
」
を
策
定
し

て
い
る
。
そ
の
根
幹
は
、
地
下
鉄
・
バ
ス
網
の
改

善
と
運
行
ダ
イ
ヤ
強
化
、
路
面
電
車
復
活
、
水
上

バ
ス
の
試
験
的
導
入
な
ど
一
連
の
代
替
交
通
手
段

へ
の
乗
り
換
え
促
進
だ
が
、
な
か
で
も
ヴ
ェ
リ
ブ

は
そ
の
最
重
要
施
策
に
あ
た
る
。

ヴ
ェ
リ
ブ
導
入
に
よ
る
実
際
的
な
効
果

脱
自
動
車
と
大
気
汚
染
解
消
に
つ
い
て
、
ヴ
ェ

リ
ブ
導
入
に
よ
る
効
果
は
ど
の
程
度
の
も
の
な
の

だ
ろ
う
か
。
パ
リ
市
当
局
は
現
在
ま
で
、
技
術
的
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な
難
し
さ
も
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
厳
密

な
調
査
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
示
唆
的
な
関
連
統
計

を
公
表
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

ま
ず
脱
自
動
車
に
つ
い
て
だ
が
、
左
派
市
政

が
誕
生
し
た
01
年
か
ら
ヴ
ェ
リ
ブ
が
導
入
さ
れ
た

07
年
ま
で
の
間
に
、
パ
リ
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
数
は

94
％
増
加
し
（
06
年
か
ら
07
年
の
間
で
は
33
％
増

加
）、自
動
車
交
通
量
は
20
％
減
少
し
た
と
さ
れ
る
。

ヴ
ェ
リ
ブ
の
効
果
に
つ
い
て
は
調
査
対
象
期
間
の

最
後
の
半
年
に
限
ら
れ
る
上
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
増

加
や
自
動
車
減
少
に
ど
れ
く
ら
い
寄
与
し
て
い
る

の
か
は
不
明
だ
。
さ
ら
に
07
年
か
ら
08
年
ま
で
の

間
に
自
動
車
交
通
量
は
２
％
減
少
し
た
が
、
ヴ
ェ

リ
ブ
に
乗
り
換
え
た
ド
ラ
イ
バ
ー
数
の
調
査
は
な

い
。市

は
こ
れ
に
加
え
て
ヴ
ェ
リ
ブ
利
用
者
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
と
し
て
、
08
年
調
査
で

は
利
用
者
の
28
％
、
09
年
調
査
で
は
46
％
が
ヴ
ェ

リ
ブ
登
場
に
よ
り
自
分
の
自
動
車
利
用
が
減
っ
た

と
回
答
し
た
と
発
表
し
て
い
る
が
、
自
動
車
か
ら

ヴ
ェ
リ
ブ
へ
の
転
換
実
数
は
不
明
だ
。

ヴ
ェ
リ
ブ
利
用
者
に
質
問
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

自
動
車
を
持
っ
て
お
ら
ず
ヴ
ェ
リ
ブ
以
前
は
公
共

交
通
を
利
用
し
て
い
た
と
答
え
た
人
が
多
数
を
占

め
た
。
若
者
に
限
ら
ず
年
齢
層
は
幅
広
く
、
職
業

も
多
彩
だ
。「
夏
は
ヴ
ェ
リ
ブ
、
冬
は
車
に
な
っ

た
」（
職
人
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
さ
ん
（
29
））
と
い

う
よ
う
に
、
自
動
車
を
所
有
す
る
利
用
者
の
大
半

は
車
利
用
が
減
っ
た
と
答
え
て
い
た
が
「
渋
滞
が

嫌
で
も
と
も
と
市
内
移
動
に
車
は
使
っ
て
い
な
い
」

（
会
社
経
営
・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
さ
ん
（
39
））
と
い

う
人
も
少
な
く
な
い
。

生
活
実
感
と
し
て
は
、
ヴ
ェ
リ
ブ
開
始
後
、
市

内
で
見
か
け
る
自
転
車
数
は
確
か
に
急
増
し
た
も

の
の
、
交
通
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
た
印
象
は
な
く
、

メ
ト
ロ
・
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
利
用
者
が
ヴ
ェ
リ

ブ
に
移
動
し
た
感
が
強
い
。

脱
自
動
車
へ
の
ヴ
ェ
リ
ブ
の
貢
献
の
限
界
を
指

摘
す
る
意
見
も
あ
る
。
パ
リ
市
に
よ
る
と
現
在
自

転
車
は
市
内
交
通
の
３
％
を
担
い
、
そ
の
内
３
分

の
１
は
ヴ
ェ
リ
ブ
に
よ
る
も
の
と
い
う
。

ル
モ
ン
ド
紙
の
論
説
は
、
01
年
以
来
ほ
ぼ
倍
増

し
て
も
３
％
に
過
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
自
転
車
は

い
ず
れ
に
せ
よ
「
永
遠
に
日
常
的
な
主
力
交
通
機

関
と
は
な
り
え
ず
、
ヴ
ェ
リ
ブ
は
パ
リ
市
の
交
通

問
題
を
根
本
的
に
変
え
る
こ
と
は
な
い
」
と
し
、

真
に
必
要
な
の
は
専
用
路
を
有
効
活
用
す
る
た
め

の
バ
ス
の
大
幅
増
発
だ
と
説
い
て
い
る
。

大
気
汚
染
解
消
に
つ
い
て
は
、
市
の
依
頼
で
街

路
の
大
気
汚
染
度
を
調
査
し
た
公
的
大
気
汚
染
監

視
機
関
「
エ
ル
パ
リ
フ
」の
報
告
に
よ
る
と
、
パ
リ

の
大
気
汚
染
は
02
年
か
ら
07
年
の
間
に
６
％
減
少

し
た
と
い
う
が
、
汚
染
減
少
が
何
に
由
来
す
る
の

か
、
ヴ
ェ
リ
ブ
の
貢
献
度
な
ど
は
不
明
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
ヴ
ェ
リ
ブ
導
入
後
、
自
動
車
交

通
量
や
大
気
汚
染
が
減
少
し
て
い
る
の
は
事
実
に

し
て
も
、
ヴ
ェ
リ
ブ
導
入
と
の
直
接
的
因
果
関
係

に
つ
い
て
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

２
年
間
に
盗
難
車
数
８
０
０
０
台

交
通
・
環
境
政
策
上
の
実
際
的
効
果
が
不
明
瞭

で
あ
る
一
方
、
市
民
の
ヴ
ェ
リ
ブ
に
対
す
る
評
価

は
全
体
と
し
て
高
い
。市
が
09
年
３
月
に
実
施
し
、

５
月
末
に
結
果
を
発
表
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、19
％
が
「
大
変
満
足
」、75
％
が
「
ま
あ
満
足
」、

計
94
％
が
満
足
を
表
明
し
て
い
る
（
08
年
調
査
で

も
同
じ
く
94
％
が
満
足
）。

利
用
総
数
の
３
分
の
２
強
は
年
間
券
利
用
に
よ

る
も
の
で
、
年
間
券
保
有
者
の
27
％
が
通
勤
通
学

の
往
復
に
毎
回
ヴ
ェ
リ
ブ
を
利
用
、
13
％
は
仕
事

の
た
め
の
移
動
手
段
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

メ
ト
ロ
・
バ
ス
を
補
完
す
る
端
末
交
通
手
段

と
し
て
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た
利
用
者
も

28
％
お
り
、
ヴ
ェ
リ
ブ
が
定
期
的
交
通
手
段
と
し

て
定
着
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

逆
に
利
用
者
の
不
満
の
第
一
は
故
障
車
が
多
い

こ
と
で
、
54
％
が
不
満
を
表
明
し
て
い
る
。
破
損・

盗
難
問
題
は
、
現
在
ヴ
ェ
リ
ブ
が
抱
え
る
最
大
の

難
問
で
、
真
っ
先
に
改
善
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

事
実
、
ヴ
ェ
リ
ブ
を
借
り
る
と
き
に
は
パ
ン
ク
の

有
無
、
チ
ェ
ー
ン
、
サ
ド
ル
高
調
節
器
、
変
速
装

置
を
あ
ら
か
じ
め
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
不
可
欠
な
く

ら
い
不
良
車
が
多
い
。
自
然
消
耗
だ
け
で
は
な
く
、

利
用
者
の
無
責
任
で
手
荒
な
扱
い
や
、
カ
ッ
タ
ー

に
よ
る
タ
イ
ヤ
切
断
、
か
ご
破
壊
な
ど
悪
意
に
よ

る
も
の
も
め
ず
ら
し
く
な
い
。
配
置
自
転
車
の
総

数
は
現
在
２
万
６
０
０
台
だ
が
、
運
営
開
始
か
ら

の
２
年
間
で
、
新
車
に
交
換
さ
れ
た
破
損
車
数
は

実
に
１
万
６
０
０
０
台
、
盗
難
車
数
は
８
０
０
０

台
に
及
ん
で
い
る
。

保
全
を
担
当
す
る
Ｊ
Ｃ
ド
コ
ー
社
は
、
１
日

１
５
０
０
件
の
修
理
を
こ
な
す
た
め
に
５
０
０
人

を
雇
用
し
、
12
カ
所
の
修
理
場
を
回
転
さ
せ
て
い

る
。
セ
ー
ヌ
川
の
小
型
船
を
修
理
施
設
と
し
て
使

う
と
い
う
面
白
い
試
み
も
実
行
中
だ
。
小
型
船
を

巡
回
さ
せ
る
こ
と
で
故
障
車
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を

減
ら
し
、
交
通
渋
滞
や
排
ガ
ス
を
削
減
す
る
趣
旨

で
、「
イ
ル
ド
フ
ラ
ン
ス
環
境
大
賞
」
を
授
与
さ
れ

た
。　担

当
者
の
ジ
ョ
ワ
イ
ユ
ー
氏
は
「
４
人
の
修
理

工
が
毎
日
30
台
を
修
理
し
て
い
る
。
小
型
船
は

①セーヌ川を航行するヴェリブの自転
車修理専用船。
②現場で修理できないマシンを船内
で修理する。

（写真提供：４点ともＪＣドコー社）

③ヴェリブを配車する小型トラック。 ④ステーションで修理できる故障は
スタッフがその場で直す。
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搭
載
重
量
が
少
な
く
、
航
行
速
度
も
パ
リ
市
の
制

限
時
速
12
キ
ロ
に
対
し
７
～
８
キ
ロ
し
か
出
し
て

い
な
い
た
め
、
エ
ン
ジ
ン
稼
働
率
は
最
大
出
力
の

10
％
に
と
ど
ま
り
環
境
に
優
し
い
」
と
説
明
す
る
。

盗
難
車
は
、
セ
ー
ヌ
川
に
投
げ
込
ま
れ
て
い
た

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、
街
中
に
放
置
さ

れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
Ｊ
Ｃ
ド
コ
ー
社
の
職
員

２
人
が
毎
日
警
察
や
住
民
の
通
報
を
受
け
て
１
日

に
10
～
20
台
の
放
置
ヴ
ェ
リ
ブ
を
回
収
し
て
回
っ

て
い
る
。
盗
難
車
は
コ
ン
テ
ナ
で
組
織
的
に
ア
フ

リ
カ
に
密
輸
さ
れ
て
い
る
と
の
噂
も
あ
る
が
、
同

社
の
ヴ
ェ
リ
ブ
保
全
担
当
者
フ
ル
パ
ン
氏
は
「
噂

に
過
ぎ
ず
正
確
な
情
報
は
皆
無
」
と
否
定
す
る
。

ル
ー
マ
ニ
ア
で
の
目
撃
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

同
社
は
対
策
と
し
て
レ
ア
ー
ル
地
区
、
モ
ン
パ
ル

ナ
ス
地
区
、
ピ
ガ
ル
広
場
周
辺
な
ど
、
特
に
盗
難・

破
損
が
多
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
配
車
を
減

ら
す
な
ど
の
対
策
を
取
っ
て
い
る
。

社
会
へ
の
不
満
と
低
い
公
徳
心

誰
が
、
な
ぜ
ヴ
ェ
リ
ブ
を
壊
し
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
は
、
社
会
的
緊
張
を
反
映
し
て
い
る
と
の

意
見
が
あ
る
。
05
年
10
月
末
か
ら
３
週
間
、
仏
各

地
の
都
市
郊
外
で
続
発
し
た
若
者
暴
動
は
、
移
民

層
出
身
の
若
者
が
彼
ら
を
疎
外
す
る
仏
社
会
へ
の

不
満
を
爆
発
さ
せ
た
出
来
事
だ
っ
た
が
、
ヴ
ェ
リ

ブ
も
彼
ら
の
標
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
分
析
だ
。

マ
ス
コ
ミ
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
業
界
な
ど
で
働

き
、
平
均
以
上
の
収
入
が
あ
る
が
伝
統
的
高
級
住

宅
地
区
は
忌
避
し
、
左
派
支
持
で
エ
コ
ロ
ジ
ー
を

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
す
る
─
─
そ
ん
な
新
型
都
市
生

活
者
が「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・ボ
ヘ
ミ
ア
ン
」
、略
し
て「
ボ

ボ
」
と
呼
ば
れ
、
パ
リ
の
社
会
的
変
貌
を
説
明
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
近
年
流
行
語
と
な
っ
て
い

る
が
、
ヴ
ェ
リ
ブ
は
こ
の
新
型
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー

「
ボ
ボ
」の
象
徴
と
し
て
、若
者
た
ち
の
恨
み
を
買
っ

て
い
る
と
の
説
明
だ
。

国
立
学
術
研
究
所
で
治
安
問
題
を
研
究
す
る
社

会
学
者
ロ
シ
ェ
氏
は
「
金
持
ち
へ
の
反
発
で
ベ
ン

ツ
に
傷
を
つ
け
る
の
と
同
じ
」
と
言
い
、
交
通
問

題
を
専
門
と
す
る
社
会
学
者
マ
ル
ズ
ロ
フ
氏
は「
自

動
車
が
焼
か
れ
る
事
情
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら

れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
分
析
に
は
異
論
も
あ
り
、
公
共
財
を

尊
重
し
な
い
社
会
一
般
の
公
徳
心
の
低
さ
を
反
映

し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
の
声
も
利
用
者
の
間
で

は
強
い
。
ロ
ッ
ク
に
乗
せ
た
ヴ
ェ
リ
ブ
の
曲
乗
り

を
ビ
デ
オ
に
収
め
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
の
動

画
投
稿
サ
イ
ト
に
流
し
て
妙
技
を
競
い
合
う
サ
ー

ク
ル
も
存
在
す
る
。

パ
リ
市
は
09
年
５
月
末
か
ら
、
人
気
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
の
キ
ャ
ビ
ュ
氏
を
起
用
、「
ヴ
ェ
リ
ブ
は

自
分
を
守
れ
な
い
か
ら
壊
す
の
は
簡
単
。
ヴ
ェ
リ

ブ
は
あ
な
た
の
も
の
。
守
っ
て
あ
げ
て
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
入
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
始
し
て
い
る
。

揺
ら
ぐ
納
税
者
負
担
ゼ
ロ
の
運
営
シ
ス
テ
ム

破
損
・
盗
難
は
、
ヴ
ェ
リ
ブ
運
営
を
広
告
パ
ネ

ル
運
営
契
約
と
引
き
換
え
に
全
費
用
負
担
で
請

け
負
っ
て
い
る
Ｊ
Ｃ
ド
コ
ー
社
の
当
初
の
見
込
み

を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
同
社
は
ヴ
ェ
リ
ブ

運
営
の
損
益
公
表
を
固
く
拒
ん
で
い
る
が
、
08
年

度
は
保
全
経
費
が
広
告
パ
ネ
ル
運
営
収
入
を
上
回

り
、
赤
字
だ
っ
た
模
様
だ
。

パ
リ
市
で
の
破
損
・
盗
難
発
生
頻
度
は
、
同
社

①マジェンタ通りの自転車専用道路（Ⓒ Marc 
Verhille/Mairie de Paris） ② 自 転 車 専 用
道 路 を 走 る（ Ⓒ Anne THOMES/Mairie 
de Paris）③ヴェリブのステーション（Ⓒ
Arnaud TERRIER/Mairie de Paris）④人気
イラストレーターのキャビュ氏を起用したパリ
市のヴェリブ破損対策ポスター⑤安全キャン
ペーン用「死角」の注意標識

❶

❷ ❸

❹

❺

❺
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が
同
内
容
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
展
開
し
て
い
る
マ

ル
セ
イ
ユ
市
や
ト
ゥ
ー
ロ
ン
市
の
例
に
比
べ
て
突

出
し
て
お
り
、
同
社
は
盗
難
の
責
任
は
自
ら
の
管

理
体
制
に
で
は
な
く
、
パ
リ
市
の
治
安
政
策
に
帰

さ
れ
る
べ
き
と
の
論
理
で
、
市
に
も
費
用
負
担
を

求
め
て
契
約
の
見
直
し
交
渉
を
重
ね
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
09
年
３
月
に
新
条
項
が
契
約
に
追
加
さ

れ
、
破
損
・
盗
難
車
が
全
配
置
車
の
４
％
を
超
え

た
場
合
は
パ
リ
市
が
１
台
当
た
り
４
０
０
ユ
ー
ロ

（
５
万
２
０
０
０
円
）（
ヴ
ェ
リ
ブ
１
台
の
保
全
費

用
を
除
い
た
原
価
は
約
１
０
０
０
ユ
ー
ロ
＝
13
万

円
）
を
負
担
し
、
20
％
を
超
え
た
場
合
は
両
者

が
再
び
交
渉
を
行
う
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
こ
れ

が
適
用
さ
れ
れ
ば
、
納
税
者
に
１
５
０
万
ユ
ー
ロ

（
１
億
９
５
０
０
万
円
）
以
上
の
負
担
を
強
い
る

計
算
に
な
る
た
め
、
市
に
と
っ
て
も
破
損
・
盗
難

対
策
は
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
破
損
・
盗
難
が
減
ら
な
け
れ
ば
、
ヴ
ェ

リ
ブ
運
営
の
財
政
シ
ス
テ
ム
が
根
本
か
ら
揺
ら
ぐ

わ
け
で
、
そ
の
修
正
が
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
だ

ろ
う
。
Ｊ
Ｃ
ド
コ
ー
社
は
、
パ
リ
市
の
歳
入
と
な

る
基
本
利
用
券
・
レ
ン
タ
ル
料
収
入
の
最
高
12
％

が
運
営
実
績
に
応
じ
て
同
社
に
報
奨
金
と
し
て
払

い
戻
さ
れ
る
契
約
条
項
に
つ
い
て
、
実
績
評
価
基

準
見
直
し
を
交
渉
中
と
伝
え
ら
れ
る
。

「
見
つ
か
ら
な
い
」「
返
せ
な
い
」

次
い
で
多
い
不
満
は
、
通
勤
時
間
帯
に
住
宅
地

区
で
空
き
ヴ
ェ
リ
ブ
を
見
つ
け
、
オ
フ
ィ
ス
地
区

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
空
き
固
定
棒
を
見
つ
け
る
の

が
難
し
い
と
い
う
も
の
だ
。

ヴ
ェ
リ
ブ
は
07
年
７
月
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
約

７
５
０
カ
所
、
配
置
自
転
車
１
万
６
４
８
台
で
出

発
、
当
初
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
１
４
５
１
カ
所
、
自

転
車
２
万
６
０
０
台
の
目
標
達
成
を
07
年
末
に
見

込
ん
で
い
た
が
、
実
際
に
は
１
年
ず
れ
込
み
、
08

年
末
に
達
成
さ
れ
た
。

実
際
、
空
き
自
転
車
、
空
き
返
却
ス
ペ
ー
ス
は

増
え
た
も
の
の
、
満
車
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
空
車

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
目
立
つ
。
配
車

の
適
正
化
と
迅
速
化
も
今
後
の
課
題
だ
。

ヴ
ェ
リ
ブ
利
用
の
ピ
ー
ク
は
朝
８
時
半
と
、
夕

方
18
～
20
時
。
朝
、
19
・
20
区
な
ど
市
内
北
東
部

の
庶
民
的
住
宅
地
区
の
ヴ
ェ
リ
ブ
は
あ
っ
と
い
う

間
に
出
払
い
、
２・７・９
区
な
ど
中
央
部
オ
フ
ィ

ス
地
区
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
す
ぐ
に
満
杯
に
な
っ

て
し
ま
う
。
ま
た
坂
上
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
借

り
出
し
ば
か
り
で
返
却
が
少
な
い
た
め
、
標
高
60

メ
ー
ト
ル
以
上
の
坂
上
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
約
１
０
０

カ
所
に
返
却
し
た
場
合
は
、
制
限
時
間
を
15
分
無

料
で
延
長
す
る
ボ
ー
ナ
ス
制
度
が
追
加
導
入
さ
れ

た
。Ｊ

Ｃ
ド
コ
ー
社
は
パ
リ
郊
外
に
配
車
管
理
セ
ン

タ
ー
を
設
け
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
満
車
・
空
車
状

況
を
電
光
表
示
で
把
握
し
、
20
台
の
小
型
ト
ラ
ッ

ク
を
使
っ
て
夜
間
も
配
車
を
行
っ
て
い
る
。
直
近

で
は
、
ヴ
ェ
リ
ブ
62
台
を
積
め
る
配
車
用
バ
ス
２

台
も
投
入
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
空
き
自
転
車
の
数
に

つ
い
て
満
足
を
表
明
し
た
利
用
者
は
08
年
42
％
か

ら
09
年
56
％
に
増
え
、
返
却
用
空
き
固
定
棒
の
数

に
つ
い
て
は
08
年
33
％
、
09
年
42
％
が
満
足
と
答

え
て
い
る
。
配
車
状
況
に
改
善
が
認
め
ら
れ
る
も

の
の
、
い
ま
だ
問
題
が
多
い
の
が
実
情
だ
。
担
当

者
フ
ル
パ
ン
氏
は
「
目
に
つ
か
ず
利
用
率
が
低
い

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
矢
印
案
内
表
示
の
設
置

な
ど
が
必
要
だ
ろ
う
」
と
語
っ
て
い
る
。

走
行
環
境
整
備
と
交
通
法
規
遵
守

も
う
一
つ
の
不
満
は
、
安
全
問
題
・
交
通
法
規

に
関
す
る
も
の
で
、
特
に
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
専
用

路
が
自
転
車
用
に
併
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
苦

情
が
多
い
。
自
転
車
専
用
路
を
設
け
る
物
理
的
・

財
政
的
・
時
間
的
余
裕
が
な
く
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

専
用
路
は
渋
滞
す
る
一
般
路
を
脇
目
に
ガ
ラ
ガ
ラ

と
い
う
状
況
か
ら
生
ま
れ
た
苦
肉
の
策
だ
っ
た
が
、

自
転
車
を
乱
暴
な
タ
ク
シ
ー
が
ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
か

す
る
よ
う
に
追
い
抜
き
、
停
留
所
に
止
ま
る
バ
ス

が
自
転
車
を
追
い
詰
め
る
な
ど
、
危
険
な
事
態
を

招
い
て
い
る
。
ド
イ
ツ
な
ど
自
転
車
先
進
国
並
み

の
自
転
車
専
用
路
整
備
が
望
ま
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
サ
イ
ク
リ
ス
ト
側
に
も
責
任
が
あ
る
。

市
内
の
自
転
車
事
故
は
、
ヴ
ェ
リ
ブ
導
入
後
の
08

年
第
１
四
半
期
に
前
年
同
期
比
で
20
・
１
％
増
加

し
、現
在
（
09
年
８
月
15
日
）
ま
で
に
７
人
の
ヴ
ェ

リ
ブ
運
転
者
が
事
故
死
し
た
。
に
わ
か
サ
イ
ク
リ

ス
ト
に
は
、
赤
信
号
・
一
方
通
行
・
右
車
優
先
（
信

号
の
な
い
交
差
点
で
右
か
ら
侵
入
す
る
車
に
与
え

ら
れ
る
優
先
通
行
権
）
無
視
、
交
差
点
で
の
強
引

な
左
折
な
ど
し
た
い
放
題
の
者
も
い
る
。

交
通
法
規
違
反
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
取
り

締
ま
り
強
化
を
決
め
た
警
察
と
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の

意
識
教
育
を
重
視
す
る
パ
リ
市
と
の
間
に
、
あ
る

種
の
摩
擦
が
あ
る
。
も
と
も
と
自
ら
を
実
情
に
合

わ
な
い
交
通
法
規
や
無
謀
ド
ラ
イ
バ
ー
の
犠
牲
者

と
考
え
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
と
、
法
規
を
杓
子
定
規

に
適
用
し
よ
う
と
す
る
警
官
の
関
係
は
単
純
で
は

な
い
。
そ
の
警
察
が
、
ヴ
ェ
リ
ブ
開
始
と
同
時
に

取
り
締
ま
り
強
化
を
打
ち
出
し
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト

か
ら
の
罰
金
徴
収
数
が
激
増
し
た
た
め
、
サ
イ
ク

リ
ス
ト
と
市
担
当
者
の
反
発
を
招
い
た
の
だ
。

商
店
経
営
の
フ
ラ
ン
ク
さ
ん
（
62
）
は
「（
歩

道
扱
い
の
）
市
庁
舎
前
広
場
を
ヴ
ェ
リ
ブ
で

ゆ
っ
く
り
横
切
っ
て
い
た
ら
、
罰
金
90
ユ
ー
ロ

（
１
万
１
７
０
０
円
）
を
有
無
を
言
わ
せ
ず
取
ら

れ
た
。
周
り
に
歩
行
者
も
い
な
か
っ
た
の
に
何
の

意
味
が
あ
る
の
だ
」
と
怒
り
を
隠
さ
な
い
。
会
社

幹
部
職
員
の
ア
ラ
ン
さ
ん
（
31
）
は
「
赤
信
号
無

視
で
つ
か
ま
っ
た
が
『
自
転
車
よ
り
よ
ほ
ど
危
険

で
汚
染
度
の
高
い
車
を
取
り
締
ま
れ
』
と
警
官
と

議
論
し
、罰
金
90
ユ
ー
ロ
を
20
ユ
ー
ロ（
２
６
０
０

円
）
に
下
げ
さ
せ
た
」。

ボ
ー
パ
ン
前
交
通
担
当
助
役
が
提
案
し
た
よ
う

に
、
赤
信
号
で
の
右
折
容
認
な
ど
法
規
適
用
を
柔

軟
化
し
た
上
で
、
や
み
く
も
に
取
り
締
ま
る
よ
り

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
納
得
を
得
ら
れ
る
形
で
法
規
尊

重
意
識
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

パ
リ
市
で
は
、
走
行
マ
ナ
ー
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
年
間
券
申
請
者
に
郵
送
す
る
ほ
か
、

ネ
ッ
ト
上
で
も
提
供
。
違
反
者
に
罰
金
切
符
の
代

わ
り
に
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
渡
し
、
安
全
意
識
を

高
め
て
も
ら
う
企
画
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

い
ま
だ
未
完
成
で
改
善
す
べ
き
点
も
多
い
ヴ
ェ

リ
ブ
だ
が
、
パ
リ
市
担
当
者
は
「
ヴ
ェ
リ
ブ
・
シ

ス
テ
ム
は
ま
だ
２
歳
に
過
ぎ
ず
、
運
営
は
複
雑
で

な
お
調
整
が
必
要
。
シ
ス
テ
ム
は
郊
外
へ
の
拡
張

で
さ
ら
に
複
雑
化
す
る
が
、
改
善
を
続
け
た
い
」

と
展
望
を
語
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｃ
ド
コ
ー
社
の
運
営

責
任
者
キ
ャ
レ
氏
も
「
信
頼
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内

容
を
維
持
し
て
、
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
・
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
の
世
界
的
規
範
で
あ
り
続
け
た
い
」
と
、

ヴ
ェ
リ
ブ
に
懸
け
る
熱
意
を
語
っ
て
い
る
。

環
境
に
配
慮
し
た
新
し
い
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム

の
完
成
形
を
目
指
し
て
、
ヴ
ェ
リ
ブ
の
成
長
は
ま

だ
続
く
。

（金額表示は１ユーロ＝ 130 円として計算）


